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いました.その後で､自分のおじいさんの戦
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亡し● しみ▼
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仇ltう X ウLpう しみ▼ かっと9
回想を作った理由や清水さんがどんな活動
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をしているかなどを聞いて記事にし､｢歌でつな

仙LJ～臥 X
ぐ65年新聞｣を作りました｡

みんなが｢埠 や準 の慧 :,@LO=.tl=鮎 を轟禁 れてうhl
しかったです｡人に会って､直接話を聞くことはすごく大事｡これか
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らも取材をしてほしい｡いろいろ興味を持って､たくさんのことを吸収しJTL-
して､好きなことを見つけてください｡夢がなくても生きていける時代

tいEb たD A■■
かもしれないけれど､夢があると毎日が楽しく笑顔になれます｡

娘 さんが享に痔っ某r孟油｣は､お皿､さんのiいた伯乱 などいろんな又の最綿 鮎 をまとめたt.0)A

せんそう った れlモう

戦 争 の つ ら さ伝 わ る ｢回想 ｣､
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